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（1）郡上市における、廃棄物・リサイクル対策について

　郡上市では、一般廃棄物処理計画において「４R運動」の推進をメインとして「ごみ減量」への取り組

みを実施しています。

　　１番目にリフューズ（断る）　　　　不要な物を断る

　　２番目にリデュース（減らす）　　　ゴミになる物を作らない・使わない

　　３番目にリユース（繰り返し使う）　再利用する

　　４番目にリサイクル（再生利用）　　再資源化する

　という４つの運動について、市民・事業者・行政がそれぞれの役割を理解し、

共に考えて行動する取り組みを行っています。
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（2）日本における、廃棄物・リサイクル対策について

　循環型社会形成推進基本法では、廃棄物・リサイクル対策の優先順位を、

　　１． リデュース　減らす

　　２． リユース　　再使用

　　３． マテリアルリサイクル　材料再生　ケミカルリサイクル 組成変更（ガス化・油化）

　　４． サーマルリサイクル　　熱回収

　　５． 廃棄物としての適正処理

　とし、サーマルリサイクルも有効なエネルギー回収手段として位置付けるとされています。

　サーマルリサイクルは「リサイクル」の最終手段ではありますが、「ライフサイクルアセスメント（Ｌ

ＣＡ）」の観点から考えた場合、最終的なCO２排出量の比較を行う中で、その他の要件と照らし合わせな

がら見極めることが重要で、地域の実状に適した選択を行うことが求められています。
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【Q】４月１日からプラスチック製容器包装（ラベル・キャップなど）の分別作業は必要ないの？

【A】 ペットボトルのラベルを剥がす・キャップを取るといった分別作業は今まで通り必要です。

　　　４月１日からは剥がしたラベルや取り外したキャップなどは燃えるごみと一緒に可燃ごみ専用袋に

入れてください。

※マテリアルリサイクルとは：再生利用・プラ原料化・プラ製品化として利用

※ケミカルリサイクルとは　：原料・ガス化・油化として利用

※サーマルリサイクルとは　：熱回収として利用

【問い合わせ先】　環境水道部環境課　６７-１８３３

Q

A

　　　４月１日からペットボトル、白色トレイの分別はどうするの？

　　　今まで通り、資源物として分別をお願いいたします。

Q

A

　　　今まで分別していたプラスチック製容器包装はどのようにリサイクルされていたの？

　　　市が処分費を負担し、市外の業者に委託して処分またはリサイクルされていました。

Q

A

　　　プラスチック製容器包装を可燃ごみ処理とした場合のメリットは？

　　　分別収集費および、可燃ごみ燃焼に要する燃料費等で年間２,０００万円程度の削減が見込めます。また、

分別時における包装袋等の洗浄が不要となります。

Q

A

　　　現在購入している資源ごみ専用袋はどうすればいいの？

　　　資源ごみ専用袋は、古着・古布等を処分する際に使用してください（ペットボトルや白色トレイは

入れないでください）。不用となった資源ごみ専用袋は、可燃物ごみ専用袋と交換出来ます。

Q

A


